
コメント用紙で寄せられたいくつかの質問に対する小林茂雄先生からの回答 

（2011/5/13） 

 

１、図書館の閉館時間が早まったせいで夜の食堂の利用が減っているというこ

とですが、食堂の開店時間を早くして、朝食客をターゲットにするというのは

いかがですか。 

 

→図書館の閉館時間が早まっているのは一時的なことと受け止めており、もう

しばらくの辛抱と思っております。その中でもサークル活動が終わった学生の

皆さんに少しでもご利用頂けるよう努力したいと思います。 

朝食利用をどうするかについては、そのこととは別に少々お時間を頂いて検討

したいと思います。 

 

 

２、第二食堂が 2:30 で閉店するという話がありましたが、ムスリム留学生が夜

食として利用する場合を想定はしていないのでしょうか。需要はあると思うの

ですがどうでしょうか。 

 

→第二食堂の営業時間及びムスリムの方の夕食については以前から要望はされ

ています。 

第二食堂は、夜はパーテイー利用を中心に事業を組み立てており、夕食は展開

できないのです。 

ハラルメニューについて、本郷キャンパスでは、第二食堂ほどの全面展開では

ありませんが農学部食堂でも展開しており、そちらを案内しております。 

他の食堂でのハラルの展開は利用（出食）形態が違う関係で難しくなっていま

す。 

将来的な検討課題と受け止めています。 

 

 

３、各国語でメニューについて説明した冊子を配布するという案はいかがでし

ょうか。すでにホームページなどで公開されているかもしれませんが。そうす

ればあらかじめ留学生が自分の食べられる物をチェックできると思います。 

 

→とてもいい提案を受けたと思っています。 

恥ずかしい話そのような冊子は作成していないので、早急に検討したいと思い

ます。 



４、イスラム教徒以外の宗教の信徒にも食の禁忌があると思うのですが、ほか

の宗教の信徒からの要望はないのでしょうか。 

 

→現在のところ生協に寄せられているのは、イスラムの皆様だけです。 

潜在的には要望はあるとは思うのですが・・・ 

 

 

５、国産の取り扱いをやめて、すべてハラル用の肉に変えたらコストの低下に

ならないのですか。 

 

→第二食堂のメニューの多くは、駒場食堂も含めて多くの大学生協食堂の共通

メニューとして展開しております。 

そのため現行のメニュー・食材をハラルにするより、ある意味ハラルを「特別」

にした方が経済合理性があるのが現状なのです。 

 


